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[主張]　朝鮮青年と信念

　青 (せい)年 (ねん)は何 (い)時 (つ)でも國 (こく)家 (か)の生 (せい)命 (めい)であるが、建 (けん)設 (せつ)、復 (ふく)興 (こう)などの非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に於 (お)いて殊 (こと)に然 (しか)りである。これ伊太利 (イタリ)、獨 (ど)逸 (いつ)などの新 (しん)興 (こう)國 (こく)に於 (お)いて青 (せい)年 (ねん)訓 (くん)練 (れん)事 (じ)業 (げふ)を重 (じう)視 (し)する所以 (ゆえん)である。我 (わ)が日本に於 (お)いても現 (げん)下 (か)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)を控 (ひかへ)て青 (せい)年 (ねん)の精 (せい)神 (しん)力 (りよく)及 (およ)び體 (たい)位 (い)の向 (かう)上 (じやう)のために國 (こく)家 (か)的 (てき)に力 (ちから)を致 (いた)すことゝなつた。前 (ぜん)週 (しう)京 (けい)城 (じやう)に於 (お)ける大 (だい)日本青 (せい)年 (ねん)團 (だん)聯 (れん)盟 (めい)大 (たい)會 (かい)や日 (にち)滿 (まん)支 (し)蒙 (もう)疆 (けふ)交 (こう)驩 (くわん)などで朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)も強 (つよ)く刺 (し)激 (げき)されるところがあつたことゝ思 (おも)ふ。
　朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)は日本青 (せい)年 (ねん)に包含 (ほうがん)さること論 (ろん)を俟 (ま)たないが、朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)團 (だん)が昨年 (さくねん)やうやく大 (だい)日本青 (せい)年 (ねん)團 (だん)聯 (れん)盟 (めい)に加盟 (かめい)したのから見 (み)ても多 (た)少 (せう)事 (じ)情 (じやう)の異 (ことな)るを見 (み)るであらう。その異 (ことな)る事 (じ)情 (じやう)と云 (い)ふのはとりも直 (なお)さず新 (あたら)しく國 (こく)民 (みん)に加 (くわ)はつたと云 (い)ふことである。この點 (てん)にこそ朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)の修養 (しうやう)と訓 (くん)練 (れん)に特 (とく)殊 (しゆ)性 (せい)が存 (そん)するのである。
　朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)がしばらく非 (ひ)國 (こく)家 (か)的 (てき)思 (し)想 (そう)感 (かん)情 (ぜう)中 (ちう)に生 (せい)活 (くわつ)して居 (ゐ)たと云 (い)ふことは不幸 (ふこう)ではあるが、蔽 (おほ)うべくもない事 (じ)實 (じつ)であつて、従 (したが)つて朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)の多 (おほ)くはかゝる雰 (ふん)圍 (ゐ)氣 (き)の中 (なか)に育 (そだ)つたと見 (み)られる節 (ふし)がないでもない。朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)が一般的 (ぱんてき)に我 (われ)は日本の國 (こく)民 (みん)なりと云 (い)ふ意 (い)識 (しき)に達 (たつ)したのは、あり體 (てい)に云 (い)へば今 (こん)次 (じ)事 (じ)變 (へん)後 (ご)であり、もつと的確 (てきかく)に云 (い)へば南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)が内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)を宣 (せん)明 (めい)してからであると云 (い)ふべきである。であるから朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)の中 (うち)には内心 (ないしん)國 (こく)民 (みん)的 (てき)意 (い)識 (しき)をしかと把 (は)握 (あく)しつゝも、それを行 (こう)爲 (ゐ)で表 (あら)はすのに未 (いま)だ些 (いささ)かの氣 (き)不 (ま)味 (づ)さ[、]きまり惡 (わる)さを感 (かん)ずる時 (とき)もないでもなく、又 (また)一面 (めん)には國 (こく)民 (みん)的 (てき)感 (かん)情 (ぜう)や思 (し)想 (そう)の節 (ふし)廻 (まわ)しがすつかり板 (いた)に付 (つ)かない點 (てん)もないではない。このために内 (ない)心 (しん)落 (おち)着 (つ)くべき所 (ところ)に落 (おち)着 (つ)いて居 (ゐ)ながらも、表 (へう)面 (めん)尚 (なほ)一種 (しゆ)の歯 (は)痒 (がゆ)さを見 (み)せて居 (ゐ)るのではないかと思 (おも)ふ。成 (せい)人 (じん)に於 (お)いて尚 (なほ)然 (しか)り、ましてかゝる成人 (せいじん)の下 (もと)に子 (し)女 (じよ)たり後 (こう)輩 (はい)たる青年 (せいねん)、殊 (こと)に學 (がく)生 (せい)層 (そう)の心 (しん)境 (きやう)や思 (おも)ひ遣 (や)るべきであるまいか。
　朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年 (ねん)は須 (すべか)らく個 (こ)人 (じん)や民 (みん)族 (ぞく)の前 (ぜん)途 (と)に關 (くわん)する疑 (ぎ)惑 (わく)や不 (ふ)安 (あん)や、そして國 (こく)民 (みん)生 (せい)活 (くわつ)の新 (しん)様 (よう)式 (しき)に急 (きう)角 (かく)度 (ど)の轉 (てん)換 (くわん)を敢 (あへ)てしなくてはならないところの些 (さ)細 (さい)な氣 (き)不味 (まづ)さやきまり惡 (わる)さをばかなぐり棄 (す)て『我 (われ)は日本國 (こく)民 (みん)なり』の強 (つよ)い信 (しん)念 (ねん)に生 (い)きる第 (だい)一歩 (ぽ)を強 (つよ)く踏み出さなくてはならない。これこそは朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)にとつて一にして唯 (ゆゐ)一なる正 (しやう)路 (ろ)であるからである。朝 (てい)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)の持 (も)つべき根本的 (こんぽんてき)にして第 (だい)一義 (ぎ)的 (てき)なる精神 (せいしん)は、天皇 (てんのう)に對 (たい)して誓 (ちか)ひまつる忠誠 (ちうせい)と、大 (だい)日本帝 (てい)國 (こく)に對 (たい)する愛 (あい)でなくてはならない。その他 (た)凡 (すべ)ては之 (これ)に従 (じう)屬 (ぞく)し、之 (これ)より派 (は)生 (せい)したるものでなくてはならない。
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